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解剖学特論・実習

講義・実習　第１・２学年　２・４単位

《キーワード》  骨芽細胞、破骨細胞、骨細胞、組織学、酵素組織化学、免疫組織化学

《担当者名》  入江　一元

【概　要】

　歯科医学領域における咀嚼などの諸運動は骨格筋の能動運動に伴う骨格の受動的作用により生じ、骨格は機能を反映した構造

を呈し、メカニカルストレスなど外界刺激に応じた形態変化を遂げる。また、骨は局所的に隣接する発育器官からの刺激因子（

成長因子など）や炎症病変に伴う刺激因子（サイトカインなど）に応答し、生体反応を示す。これらの過程で主役を演じる骨芽

細胞や破骨細胞の機能を相互に調節する制御機構は周辺器官に起因する刺激により部位特異的である。

　本科目では、組織学、酵素組織化学と免疫組織化学の手法を習得し、様々な状況の実験研究から得られた結果を基にその信頼

性の検定及び既報との比較を通して、部位特異的な骨の形成や改造の制御機構の理解を深める。また、細胞形態及び細胞外環境

と特異形質の発現の比較検討から、形態は機能を映し出し、機能は形態に反映されることを理解する。

【学修目標】

　１．光学顕微鏡と電子顕微鏡の観察原理が説明できる。

　２．組織学、酵素組織化学、免疫組織化学における可視化原理が説明できる。

　３．動物愛護の観点から、倫理的に配慮した実験研究計画の立案ができる。

　４．目的に合わせた一連の試料作製ができる。

　５．利用する機器や器具が正しく使用できる。

　６．得られた結果を客観的に評価できる。

　７．既報の結果と実験研究から得られた結果の比較から、その意義を論理的に説明できる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

１ 骨の解剖学と組織学 入江　一元

２ 実験動物の愛護と動物実験の立案 入江　一元

３ 試料の作製 （１）パラフィン切片の作製

（２）凍結切片の作製

（３）電子顕微鏡のための試料作製

入江　一元

４ 組織学的染色法 パラフィン切片と凍結切片における各種染色法とその

選択

入江　一元

５ 酵素組織化学の実際 アルカリ性ホスファターゼ活性、酒石酸耐性酸性ホス

ファターゼ活性などの検出法

入江　一元

６ 免疫組織化学の実際 間接法に基づいた可視化法 入江　一元

７ 光学顕微鏡、電子顕微鏡の操作法と

撮影法の実際

入江　一元

８ 関連既報の検索法と得られた結果の

解釈

入江　一元

９ 学会発表及び論文発表に向けた取り

まとめ

入江　一元

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

　出席状況、口頭試問、実験研究作製物

【教科書】

必要に応じ指示する。

【参考書】

必要に応じ指示する。
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【学修の準備】

　事前配付する染色手技法の理論について学習しておくこと。


